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　　人ロの動き

　　12月1日現在

男5，151（一6）
女5，228（一6）
計109379（一盈）
世帯数2，354（一2）
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2月の休日救急医

12日池田医院2－2581
19日山口医院2－2174
26日富田医院2－3264

　　　　苧
1月の予定

　1日庭野医院2－2711
2日中条病院7－3018
3日大島医院2－2957
9日　至誠堂医院2－3276

…
難
籔
。

製
灘

　
国
隷
．
県
、
町
の
事
業
を
含
め
た
投
資
額
は
お
よ

覇
羅
署
づ
－
－
の
手
は
休
多
続

ば
灘
嚢
讐
島
地
内
）
も
そ
の
一
つ
、

　
灘
難
難
灘

竣
玉
式
当
日
に
は
渡
り
そ
め
を
行
い
ま
し
た
．

　
　
難
灘

　
照
懸
轍
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川酉分校が

念
願
の
独
立
高
校
に

校
名
も
ま
も
な
く
決
り
ま
す

高
校
の
川
西
分
校
が
、
来
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
独
立
高

　
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
先
月
十
二
日
に
、
県
の
教
育
委
員
会
か

　
　
　
ら
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
、
十
二
月
の

　
　
　
　
県
議
会
に
お
い
て
校
名
の
決
定
や
ら
、
正
式

皆
さ
ん
の

　
　
熱
意
の
結
果
で
す

　
〃
私
た
ち
の
町
に
も
是
非
全
日
制
の

高
校
を
〃
、
と
地
元
の
強
力
な
呼
ぴ
か

け
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
五
年

な
手
続
き
が
と
ら
れ
る
は
こ
ぴ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
新
年
度
に
は
学
級

増
も
認
め
ら
れ
、
四
学
級
百
八
十
名
の
募
集
定
員

と
な
っ
て
、
念
願
の
学
級
増
及
ぴ
独
立
高
校
の
夢
は

一
挙
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
ど
前
、
仙
田
の
定
時
制
高
校
が
閉
校

す
る
こ
ろ
か
ら
で
し
た
。

　
年
ご
と
に
向
上
す
る
進
学
率
と
、
反

面
で
は
受
け
入
れ
る
校
舎
の
狭
あ
い
、

そ
ん
な
こ
と
が
手
伝
っ
て
、
こ
の
町
へ

の
高
校
誘
致
の
願
い
は
、
一
層
強
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
四
十
九
年
四
月
、
待
望
の

独立校に決って、クラブ活動にも身が入ります

＋
日
町
高
校
全
日

制
川
西
分
校
が
こ

の
町
に
実
現
し
た

の
で
す
。

独
立
高
校
へ
の

下
ご
し
ら
え
が
で

き
た
わ
け
で
す
p

そ
れ
以
降
は
、

郡
市
内
に
も
呼
ぴ

か
け
、
高
校
誘
致

起
成
同
盟
会
を
組

織
し
て
、
機
会
あ

る
ご
と
に
関
係
方

面
に
働
き
か
け
ま

し
た
。

皆
さ
ん
に
多
大

の
ご
負
担
を
お
願

い
し
、
署
名
運
動

も
展
開
し
ま
し
た
。

去
る
七
月
に
は

君
知
事
の
青
空
対
話
集
会
で
も
、
強
力

に
訴
え
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
町
で
四
、
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
用
地
の
確
保
や
、
教

育
セ
ン
タ
ー
を
県
に
提
供
し
て
、
高
校

教
育
に
あ
て
て
い
る
こ
と
は
、
一
日
も

早
く
こ
の
町
に
独
立
高
校
が
ほ
し
い
と

す
る
町
、
皆
さ
ん
の
一
丸
と
な
っ
た
熱

意
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。

12学級、540人の規模
まも讐デラックスな校舎も．．．．

さ
て
、
独
立
高

校
は
、
今
在
学
中

の
一
・
二
年
生
を

含
ん
で
、
＋
学
級

四
百
五
＋
五
名
の

規
模
で
発
足
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
で
は
、
来
年

以
降
も
継
続
し
て

毎
年
四
学
級
募
集

を
行
う
考
え
で
、

三
年
後
か
ら
は
常

時
十
二
学
級
、
五

百
四
＋
名
を
確
保

す
る
方
針
の
よ
う

で
す
。ま

た
、
独
立
高

校
に
な
り
ま
す
と
、
教
職
員
も
現
在
の

十
八
名
が
、
大
幅
に
増
員
さ
れ
、
三
十

名
以
上
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　
県
下
の
高
校
に
比
較
し
ま
す
と
、
規

模
こ
そ
小
さ
め
で
す
が
、
先
生
・
生
徒

と
も
適
正
な
規
模
で
、
充
実
し
た
高
校

教
育
に
は
、
ご
く
理
想
的
だ
と
関
係
者

は
語
っ
て
い
ま
す
。

　
校
舎
の
今
後
の
維
持
管
理
は
、
す
べ

て
県
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
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異
常
気
象
の
被
害
者
に

　
　
　
　
　
税
な
ど
の
減
免
を
i

　
町
議
会
は
、
先
月
十
七
日
に
第
七
回

の
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
、
こ

と
し
の
異
常
気
象
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
万
々
に
対
す
る
町
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
の
条
例
制
定

で
す
。

　
こ
の
結
果
、
次
の
二
つ
の
条
例
が
原

案
ど
お
り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
中
心
で

　
　
三
割
以
上
減
収
の
人

　
異
常
気
象
で
農
作
物
に
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
は
、
次
に
よ
り
、
町
民

税
、
国
保
保
険
料
が
一
部
減
免
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

囹
減
免
の
対
象
と
な
る
被
害
者

イ
五
十
年
中
の
総
所
得
金
額
が
四
百
万

円
以
下
で
、
う
ち
農
業
所
得
以
外
の
所

得
が
百
六
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
ご
と
し
の
農
作
物
に
よ
る
収
入
金
額

（
水
稲
の
共
済
金
を
加
え
た
金
額
）
が

り
ま
す
が
、
す
で
に
新
年
度
に
は
、
教

室
不
足
も
予
想
さ
れ
、
一
部
模
様
替
え

が
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
中
に

は
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
校
舎
の
構
想
も
練
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
独
立
高
校
の
誕
生
と
と
も
に
、
い
よ

い
よ
川
西
町
に
も
高
校
生
た
ち
の
気
勢

が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
独
自
の
校
風
づ
く
り
も
、
す
で
に
は

じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
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「
生
目

会
報

議
」

◎
昭
和
五
十
一
年
異
常
気
象
等
の
災
害

に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
町
民
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例

◎
同
じ
く
、
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

に
関
す
る
条
例

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計

の
補
正
も
行
い
ま
し
た
が
、
内
容
は
、

参
議
院
議
員
の
補
欠
選
挙
費
の
追
加
な

ど
、
ご
く
わ
ず
か
な
補
正
予
算
で
す
。

平
年
の
農
作
物
収
入
の
、
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
税
、
国
保
料
と
も
、
こ
の
二
つ
の
条

件
を
満
た
す
人
が
減
免
の
対
象
で
す
。

囹
減
免
さ
れ
る
額
は

イ
町
民
税
…
・
．
第
四
期
分
の
所
得
割
額

の
う
ち
、
農
業
所
得
の
部
分
に
つ
い
て

ロ．

保
険
料
…
；
十
二
月
以
降
に
納
付
す

る
保
険
料
の
う
ち
、
農
業
所
得
の
部
分

に
つ
い
て

囹
そ
の
他

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
早
め

に
減
免
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
細
部
は
、
別
途
回
覧
文
書
の
ほ
か
、

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ん
・
ふ
・
く
・
し

　き
　
年
金
手
帳
を

か
　
大
切
に
し
ま
し
よ
う

・
　
　
い
ま
わ
が
国
に
は
、
八
つ
の
公

ね
的
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

　
　
の
う
ち
、
社
会
保
険
庁
で
は
国
民

　
　
年
金
を
は
じ
め
、
厚
生
年
金
、
船

　
　
員
保
険
の
三
つ
の
年
金
制
度
を
取

　
　
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
に
加
入
し

　
　
ま
す
と
、
　
「
年
金
手
帳
」
が
交
付

　
　
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
以
前
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
制
度

　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
被
保
険
者

　
　
証
や
年
金
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま

　
　
し
た
が
、
現
在
は
一
本
化
し
て
、

　
　
三
つ
の
制
度
共
通
の
「
年
金
手
帳
」

　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
年
金
手
帳
に
は
、
氏
名
、
生
年

　
　
月
日
を
は
じ
め
、
加
入
年
月
日
と

　
　
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
記
号
番
号
は
、
加
入
者
の

　
　
分
身
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
か

　
　
ら
、
そ
の
人
の
一
生
を
通
じ
て
同

　
　
一
の
も
の
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後

　
　
の
事
務
処
理
は
す
べ
て
記
号
番
号

　
　
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
も
し
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号

　
　
を
二
つ
以
上
も
っ
て
い
る
人
は
、

　
　
年
金
係
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
一
つ
の
正
し
い
記
号
番
号
と
加

　
　
入
期
間
に
整
理
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た

　
　
り
、
汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
た

　
　
と
き
も
、
そ
の
旨
申
し
出
れ
ば
、

　
　
再
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
年
金
手
帳
は
、
将
来
、
年
金
を

　
　
受
け
る
と
き
必
要
な
も
の
で
す
か

　
　
ら
、
大
切
に
保
存
し
ま
し
よ
う
。
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統
制
小
作
料
が
か
わ
り
ま
し
た

　
農
地
（
田
・
畑
）
の
小
作
料
は
、
統

制
小
作
料
と
、
標
準
小
作
料
の
二
本
だ

て
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
統

制
小
作
料
が
本
年
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
改
定

さ
れ
て
以
来
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

た
た
め
、
非
常
に
安
い
料
金
と
な
っ
て

お
り
、
改
定
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て

　
3
・
事
・
．
…
…
…
一
…
・
1
季
三
。
…
…
…
言
事

　
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
改
定
後
の
小
作
料
は
、
従
来
の
二
十

　
パ
！
セ
ン
ト
増
し
と
な
り
ま
し
た
の
で

　
賃
貸
人
、
賃
借
人
で
合
意
の
う
え
、
五

　
十
一
年
度
か
ら
新
料
金
で
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
改
定
小
作
料
の
例

　
田
の
最
高
十
ア
ー
ル
当
り

る
O
一
＝
尊
霧
一
＝
一
●
3
・
多
　
　
・
●
●
●
3
＝
＝
O
．
●
2
　
多
　
　
o
・
3
一
3
一
一
＝
O
O
●
　
肇

”
川
西
町
の
歩
み
訂
正
の
お
わ
び

　
　
去
る
四
十
八
年
三
月
に
発
行
し
た
史
料
〃
川
西
町
の
歩
み
〃

　
に
、
校
正
ミ
ス
や
、
そ
の
後
に
判
明
し
た
こ
と
が
ら
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
正
誤
表
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
持
ち

の
史
料
を
訂
正
の
う
え
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

　
ま
す
。
　
（
教
育
委
員
会
）
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正

　
　
　
五
六
八
八
円
が
　
六
八
二
六
円
に

　
田
の
最
低
十
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
二
三
〇
〇
円
が
　
二
七
六
〇
円
に

　
畑
の
最
高
十
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
一
二
七
〇
円
が
　
二
六
〇
四
円
に

　
畑
の
最
低
十
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
七
九
五
円
が
　
　
九
五
四
円
に

　
　
な
お
、
統
制
小
作
料
と
は
、
昭
和
四

　
十
五
年
前
か
ら
の
小
作
地
に
、
標
準
小

　
作
料
と
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
小

　
作
地
に
適
用
さ
れ
る
料
金
で
す
。

　
　
細
部
は
農
業
委
員
か
農
委
事
務
局
へ

・
●
o
●
．
．
一
8
一
一
■
・
．
．
■
？
事
・
■
O
O
一
3
＝
＝
一
．
O
・
●
　
筆
3
0
3
一
＝
＝
3
●
．
＝
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行

自木金　　　　　　　　元坂　　　西　　永永弘大　　太壺兄会正木
川挽国〃　〃　〃　〃　〃録上〃　〃栄〃録録治熊〃永野利津平の
預延　　　　　　　　　　　田　　　寺　　三二元熊　　五　’　に十島

三　　　　　　　　　　　村　　　　　　年年年次　　年く　　移五
三　　　　　　　　　　　磨　　　　　　　　　（郎　　　つ　　封年 誤

秀　　　　　呂　　　　甕　　薯　差土
　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　誌月
　　　　　　　　　　　　　　　）

桑木全　　　　　　　　元坂　　　西　　永永弘大　　大壺足会正木
名挽国〃　〃　〃　〃　〃禄上〃　〃永〃禄禄治熊〃永池利津平野
預延　　　　　　　　　　　田　　　寺　　三二元彦　　五　’　に十島

三　　　　　　　　　　村　　　　　　年年年次　　年く　　移五 正
三　　　　　　　　　　　麻　　　　　　　　　　（郎　　　　つ　　り年
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　　　　　　　　　　　　　　　五　　　　　　　き
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一一・日赤の活動一

家庭看護法などの講習会も

　
今
月
は
、
日
ご
ろ

ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
、
日
赤
（
日

本
赤
十
字
）
活
動
の

一
端
を
紹
介
し
ま
し

よ
う
。皆

さ
ん
に
は
、
社

員
、
社
費
増
強
運
動

で
お
な
じ
み
で
す
が

日
赤
は
〃
人
々
の
生

命
を
守
る
〃
こ
と
を

使
命
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
災
害

救
護
や
血
液
事
業
、

医
療
事
業
な
ど
：
…

こ
れ
を
受
け
て
、
川

西
町
分
区
で
は
、
入

　
　
学
児
童
へ
交
通
安
全
帽
の
配
布
や
、

　
　
老
人
安
全
づ
え
の
配
布
、
急
緊
薬
品

　
　
の
購
入
や
献
血
友
の
会
の
育
成
な
ど

　
　
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
、

　
　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
社
費
が
そ
の

　
　
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ほ
か
に
日
赤
で

㎜　
　
は
、
三
大
講
習
会
と
い
う
仕
事
も
行

　
　
っ
て
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
結
果

　
去
る
五
日
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
、
川
西
町
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

　
　
　
▲
　
　
▲
　
　
▲

△
有
権
者
数

　
　
　
男
　
　
三
．
五
八
二
人

黙

…
商
内
さ
イ
宏、

　
家
庭
で
の
病
人
を
扱
う
家
庭
看
護

法
、
急
病
人
な
ど
を
手
当
す
る
救
急

法
、
水
上
安
全
法
と
い
う
の
が
そ
れ

で
、
希
望
が
あ
れ
ば
日
赤
県
支
部
の

講
師
が
い
つ
で
も
出
か
け
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

　
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
の
も
そ
の

一
つ
、
こ
れ
は
先
に
橘
地
区
で
行
わ

れ
た
家
庭
看
護
法
の
講
習
会
で
す
。

　
こ
の
と
き
は
、
同
地
区
の
婦
人
会

員
お
よ
そ
四
十
名
が
参
加
し
、
病
気

の
予
防
や
、
簡
単
な
看
護
の
し
か
た

に
つ
い
て
を
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
七
月
に
は
、
仙
田
地

区
で
も
水
上
安
全
法
の
講
習
会
を
開

　
　
　
女

　
　
　
合
計

△
投
票
総
数

　
　
　
男

　
　
　
女

　
　
　
合
計

△
投
票
率

　
　
　
男

　
　
　
女

　
　
　
合
計

三
バ
一
二
人

七
．
四
〇
三
人

一
一
「
一
六
八
人

三
、
四
七
二
人

六
、
六
四
〇
人

八
八
・
四
七
％

九
〇
・
八
七
％

八
九
・
七
一
％
．

き
、
い
ず
れ
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
町
内
で
は
、
年
に
二

～
三
回
く
ら
い
し
か
こ
う
し
た
講
習

会
を
開
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
グ
ル
！

プ
や
職
場
な
ど
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
何
回
で
も
無
料
で
開
催
し
て
く

れ
る
よ
う
で
す
。

　
病
人
の
簡
単
な
手
当
や
、
ケ
ガ
、

急
病
人
の
応
急
手
当
な
ど
の
初
歩
的

な
知
識
は
、
日
ご
ろ
か
ら
身
に
つ
け

て
お
き
た
い
も
の
。

　
日
赤
の
活
動
を
理
解
す
る
チ
ヤ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会
を
み

て
皆
さ
ん
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
問
い
合
せ
は
社
会
課
へ
ど
う
ぞ
。

…
…
…
…
…
…
し

△
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
　
　
六
、
五
五
二
票

　
　
無
効
投
票
　
　
　
八
八
票

△
候
補
者
別
得
票
数
・
得
点
順

白
川
勝
彦

木
島
喜
兵
衛

高
鳥
　
修

塚
田
と
お
る

大
竹
太
郎

須
藤
友
三
郎

　二八三七三
六七一一二二五
六六八五五二
票票票票票票
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広
報
縮
刷
版

　
　
　
配
布
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

都
合
に
よ
り
、
広
報
か
わ
に
し
縮
刷

版
の
発
行
が
遅
れ
、
申
し
わ
け
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ご
注
文
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
お
届
け
し
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す

が
、
配
布
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
よ

う
か
。
注
文
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
、
と
い
う
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
部
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
が

改
め
て
購
入
を
希
望
す
る
万
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
代
金
は
、
一
冊
四
千
円
で
す
。

ま
た
、
二
＋
周
年
を
記
念
し
て
作
成

し
た
町
勢
要
覧
も
多
少
予
備
が
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
万
は
ど
う
ぞ
、
代
金
は

九
百
円
で
す
。

年
賀
状
は

　
　
20
日
ま
で
に

　
年
賀
状
は
、
十
五
日
か
ら
受
け
付
け

を
は
じ
め
ま
す
が
、
年
末
が
お
し
迫
っ

て
か
ら
出
さ
れ
ま
す
と
、
元
旦
に
ま
に

あ
い
ま
せ
ん
。

　
早
め
に
準
備
し
て
、
お
そ
く
と
も
二

十
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
賀
状
を
お
出
し
い
た
だ
く

と
き
は
、
郵
便
局
で
お
願
い
し
て
い
る

分
け
方
、
た
と
え
ば
、
　
「
市
内
あ
て
」

「
県
内
あ
て
」
　
「
県
外
あ
て
」
な
ど
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
エ
．
C
た
ば
ね
て
く

だ
さ
い
。

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
以
外
の
は

が
き
で
賀
状
を
差
し
出
さ
れ
る
場
合
は

表
面
に
「
年
賀
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

善意

童
話
集
の

寄
贈
な
ど

駆
仁
田
の
須
藤
亮
助
さ
ん
か
ら
、
図
書

山
甚
備
考
録
そ
の
一
（
十
二
世
、
山
田

浩
一
著
）
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
仁
田
の
五
升
苗
築
堤
に
貢
献
さ
れ
た

柏
崎
の
素
封
家
を
記
録
さ
れ
た
も
の
で

す
。
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
備
え
て
あ
り

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
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一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
3
＝
＝

　
こ
の
ほ
ど
、
独
立
高
校
が
決
っ
た
川

西
分
校
の
生
徒
に
、
そ
の
心
境
や
、
今

後
の
抱
負
な
ど
を
含
め
伺
っ
て
み
ま
し

た
。
都
合
に
よ
り
、
二
回
に
分
け
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

ぐ薪き酌崩r轟
独
自
の
校
風
づ
く
り

に
励
み
た
い

赤
谷
登
坂
康
幸
君
（
二
年
）

　
広
報
か
わ
に
し
に
感
ず

る
こ
と
は
？

◎
毎
号
欠
か
さ
ず
見
て
い

る
が
、
若
い
人
を
引
き
つ

け
る
魅
力
に
乏
し
い
。

　
施
設
の
不
足
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が

町
全
体
に
若
人
の
活
動
が

消
極
的
だ
と
思
う
。

　
広
報
紙
に
も
若
人
の
生

の
声
や
、
活
動
の
姿
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
。

　
独
立
校
と
な
っ
て
の
感
想
は
？
・

◎
う
れ
し
さ
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
こ

と
よ
り

も
、
責

任
の
重

大
さ
を

痛
感
す

る
。

と
れ
は

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
責
任
で
あ
り
、
自

覚
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
と
く
に
、
切

り
替
え
ど
き
な
の
で
、
十
学
級
の
引
率

や
指
導
が
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
独
自
の
校
風
づ
く
り
に
励
み
た
い
。

抱
負
よ
り

　
　
不
安
感
が
強
い

　
木
落
　
山
家
正
子
さ
ん
（
二
年
）

　
広
報
に
つ
い
て
：
：
・
：
：
？
・

◎
一
応
見
る
け
ど
、
政
治
的
な
こ
と
は

い
や
、
小
さ
い
記
事
や
、
戸
籍
の
窓
が

中
心
に
な
る
。

　
表
紙
の
写
真
の
印
象
で
、
よ
く
見
る

と
き
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
と

く
に
、
写
真
の
良
否
が
、
紙
面
全
体
を

左
右
す
る
よ
う
に
思
う
。

　
独
立
校
に
な
っ
て
の
抱
負
は
？

◎
心
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
、
と
い

う
の
か
、
抱
負
よ
り
不
安
感
の
方
が
多

い
、
独
立
校
実
現
に
努
力
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
、
こ
た
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
心
配
：
：
…
：
。

　
学
校
の
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て

独
自
で

や
る
こ

と
に
な

る
の
で

早
い
機

会
に
、

校
舎
や
、
体
育
館
の
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。

器
三
領
の
高
橋
義
平
さ
ん
か
ら
、
グ
リ

ム
童
話
集
百
五
十
冊
が
、
上
野
保
育
園

に
届
け
ら
れ
、
園
児
た
ち
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

職綴

畷
瞬
謡
㎜

噺
　
し
　
噺
　
臨
　
鋸
　
鴨
　
亀
　
も
　
覧
　
し
　
腎
　
剛
　
駕
　
6
　
し
　
腎
　
覧
　
亀
　
鋸
　
周
　
鋸
　
も
　
璽
　
噺
　
脳
　
馬
　
噺
　
亀
　
亀
　
覧
　
剛
　
、

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

中平中南宮樋内
村岡村雲本口山
　　美
将好智美奈朗竜
和美代香奈子哉
和正忠瑞昌恵茂
：男秋　男幸美

長長二二二二二
男女女女女女男

二
男
新
町
新
田

二
女
発
電
所
通

二
女
発
電
所
通

中
仙
田

坪
山

伊
友

山
野
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

、
◎
新
婦

（
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新
郎
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新
婦

（
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新
郎
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新
婦

（
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新
郎
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新
婦

（
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新
郎
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新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

池
竹
久
武
原
田

藤
巻
と
よ
子
　
小
千
谷
か
ら

高
橋
博
行
原
田

齋
木
キ
ミ
イ
発
電
所
通
か
ら

中
村
卯
一
坪
山

村
山
　
セ
ツ
　
十
日
町
か
ら

保
坂
久
夫
高
原
田

藤
ノ
木
美
代
子
津
　
南
か
ら

長
谷
川
政
栄

三水野渡佐小村清池小関
浦落澤邊藤林山水田林
　　　　サ
照清幸秀チ重道昇京邦良
子治子夫子信子　子男子
福仁野元室中十高中中小 赤

谷

小
千
谷
か
ら

中
仙
田

中
里
か
ら

高
原
田

＋
日
町
か
ら

中
仙
田島

か
ら

町口
か
ら

田島
か
ら

◎ヂ◎◎ヂ◎◎ヂ◎◎（◎◎（◎◎（◎◎ヂ◎◎（◎◎（◎◎（◎◎（◎

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎
平保野星小小村高赤高熊中中田庭平村丸西高滋若
野坂畑名林林越橋坂橋澤條山口野野山山川橋野山
　　　　　　　　美　　　　美　　　　　　 と　 十
久好幸俊春功絹誠代昭禮誠智恵夏申容秋み明四博
代夫枝明子　子二子司子一子　子隆子男子博子良
東沖広高元元野三福伊東大千木十四十原静坪野新

口
か
ら

山岡
か
ら

田

＋
日
町
か
ら

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

落葉
か
ら

倉京
か
ら

友島
か
ら

領口
か
ら

町町
か
ら

高
原
田

広
島
か
ら

沖
立

東
善
寺
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

野樋柳古
上熊　澤

力玉紀克
ツ江夫

高
津
フ
ミ
ヨ

登
坂
セ
ツ
子

南喜田小小
雲多村幡川

大
作

リ
セ

マ
サ

ハ
ツ

ト
、
く

池
竹
マ
ッ
野

小
林
シ
カ

小
海
ツ
子

金
子
富
太
郎

大
久
保
ト
ミ

上
野

中
島
町

仁
田

田
中
町

寺
ケ
崎

野岩小四原寺学鶴木赤赤
　　根郎　　　校
口瀬岸兼田尾町吉落谷谷

九九八八八七七七六六六五五三一
三〇三一〇八七六八四三九五八九〇

　
　
　
　
　
　
赤
谷

春
銭
の
箱
塵
厚
く
神
の
留
守

葉
の
落
ち
し
柿
に
夕
日
の
当
り
を
り

追
い
蒔
き
の
大
根
も
よ
く
漬
け
頃
に

む
ろ
作
り
豊
作
の
大
根
と
る
準
備

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

丸
窓
を
開
け
て
山
茶
花
な
が
め
居
る

霜
の
朝
別
れ
の
握
手
ぬ
く
か
り
し

小
春
日
の
日
だ
ま
り
に
鶏
か
た
ま
り
て

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

秋
晴
や
北
へ
一
す
じ
飛
行
雲

秋
晴
の
も
つ
れ
黄
蝶
の
高
く
と
ぶ

秋
晴
や
旅
立
ち
つ
ば
め
居
並
ぴ
て

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

天
井
に
新
巻
下
が
り
年
の
暮

初
雪
を
う
す
く
か
む
り
て
寒
椿

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

夜
な
べ
す
る
母
の
影
さ
す
障
子
内

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

小
春
日
に
ど
っ
と
片
付
く
洗
物

『
俳
句
一
口
講
座
』
⑤

●
こ
と
ば
を
選
択
す
る
こ
と
。

俳
句
と
は
心
に
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
こ

と
ば
選
ぴ
と
、
こ
と
ば
並
べ
で
あ
る
。

詩
は
こ
と
ば
の
芸
術
で
あ
る
か
ら
そ
れ

に
ぴ
っ
た
り
し
た
こ
と
ば
を
探
し
出
す

こ
と
で
あ
る
。
一
字
入
魂
と
い
う
よ
う

に
、
テ
、
二
、
ヲ
、
ハ
も
全
体
の
意
味

に
連
が
る
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
に

よ
く
注
意
し
、
味
読
す
べ
き
で
あ
る
。

ふ
き
の
と
う
会
員
作
品

大
根
干
す
長
き
工
場
機
の
町
　
け
い
子

大
根
煮
母
あ
り
し
頃
偲
ぴ
つ
》
酔
月

冷
害
の
年
大
根
は
豊
作
な
　
　
よ
し
を

◎
ふ
き
の
と
う
例
会

　
十
二
月
二
十
三
日
夜
六
時
、
上
野
支

所
に
て
。

か
わ
拶

俳
項

太
田
自
南
風
選

　
小
川
岳
陽




